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・コロナ禍において園庭利用をして戸外遊びを楽しめ、食べる楽しみを味わっています
今まで園外で散歩を楽しむ機会が多く持てましたが、コロナ禍で控えるようになっています。し
かし、子どもの心身の豊かな成長のために、戸外での活動を保障したい思いから日中活動に園庭
での遊びを十分するように進めています。0歳児も、保育室のそばにある園庭を活用しています。
他のクラスでは、時間帯を譲り合いながら園庭で体を動かす活動を保障し合っています。子ども
が身体をたくさん動かし、お腹をすかして食事に向かいますので、どの子どもも食欲が進み、食
べる楽しみを抱いています。食後は、体を休めて、午後の活動を楽しむことができています。

・子どもの生活に豊な遊になるように静かな活動と体を思い切り動かす遊びのメリハリをつけて
体験学習をしています
子どもの生活の体験活動は、子どもの心身の成長に合わせて0歳児から積み上げています。保育園
では、活動を「静と動」の活動として年齢に合わせた遊びの内容を組み立てて保育をしていま
す。保育園の基本カリキュラムに従って、年齢別保育と交流保育を体系立てています。静かな遊
びでは年長児が卒園する頃には座って待てる時間帯を小学校の1コマの時間帯を念頭に0歳児から
意図的に行っています。特に、教育の視点を持った体験は子どもの好きなものを見つけられるよ
うに英語、リズム、絵画などの活動を取り入れています。

・コロナ禍の中で感染症対策はもちろんのこと、ヒヤリハットを活用した事故防止の取り組みな
ど、子どもの安全を守る取り組みを行っています
常々、「保育で一番大切なことは子どもの命を守ること」であると職員に伝え続け、そのための
対策を講じています。コロナ禍においては感染症対策を徹底し、園内研修ではノロウイルス対策
として嘔吐物処理等を全員ができるようにしています。アレルギー児がいるため、給食の提供に
誤りがないよう細心の注意を払い、これまでに誤食の事故は起きていません。ヒヤリハットの作
成を習慣化して、職員会議で全員で事故の可能性を共有することで防止に努めています。
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別紙「評価細目の第三者評価結果」のとおり

今回の受審に際しまして、コロナ禍にあり保護者の皆さまとコミュニケーションが取りにくく
なっていることに寂しさを感じており、アンケート結果に不安を感じていました。保育園は保育
を行う場で家庭では育児を行い、その育児と保育とが両輪になって1人の子どもの命を育んでいけ
るよう日々スタッフも一生懸命に保育業務に従事しています。そんな中でのコロナ禍に職員も大
変に戸惑い、制限された行事や保育対応をしています。保護者の方へ保育の様子をご覧いただく
機会が少なくなってしまったことも園としては残念でならず、今後は新しい取り組みなどを模索
し続けていこうと考えています。保護者の方はもちろん、地域の方々とも力を合わせて子どもた
ちの育ちを見守っていこうと強く思いました。

・近隣に新しい保育園が増えたため、利用希望者等に向けたさらなる情報発信に取り組んでいく
ことが望まれます
市内にはここ数年で多数の保育園が開園しています。周辺にもいくつかの保育園ができたこと
で、園児獲得の競争が激しくなってきました。安定した運営を継続していくためにも、新しい園
児の獲得は重要になってきます。現在はホームページを中心とした広報活動をしていますが、他
の方法等も模索していき、園の特徴等が利用希望者により伝わっていく情報発信に取り組んでい
くことが望まれます。

・中長期計画と事業計画が策定されていますが、より具体的な内容に見直していくことを期待し
ます
将来の方向性を示す中長期計画と、毎年の事業計画が策定されていますが、内容がやや抽象的な
ものになっています。理事会等では経営層による具体的な話し合いが行われていますが、それが
計画として書面にはまだ反映されていない状況です。可能な範囲で具体的に示し、また目標の達
成度合いを測ることができるよう目標の数値化もすることで、関係者にとってわかりやすくなる
と思われます。そして、中長期計画の内容を反映した事業計画にすることで、継続性のある取り
組みに繋がると考えられます。2つの計画について見直していくことを期待します。

・コロナ禍で保護者が保育室に入れず、保育室の実態を把握しにくいとの声があり、情報発信の
方法に工夫が期待されます
子どもの生活の安全を図るために感染症であるコロナ感染への対応に、送迎時や行事の参加など
で保育園に入ることができない状況が続いています。職員はその都度必要な情報発信をしており
ますが、長期間にわたるコロナ感染症予防対策に対する意見もあります。社会状況も変化してい
ますので、子どもの感染症を最小限にする集団生活の保障が求められています。また、県やさい
たま市の指導の基に丁寧な情報発信をしていますが一部の保護者には、保育園内部の情報への工
夫がほしい旨の声が出ています。今後の対策や対応がどのようになるのか見通せない中ではあり
ますが、我が子について保育室の内容が工夫される情報発信に期待します。

◇特にコメントを要する点


